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１　令和４年度の実績

（１）事業実績

（２）管理経費 （単位：千円）

管理運営評価シート（令和４年度）

施設名称 山北ゆり花温泉・交流の館「八幡」 評価対象年度 令和 年度

指定管理者名 さんぽく体験交流企業組合 所管課 山北支所産業建設

指定期間 令和2年4月1日～令和5年3月31日（3年間） 評価者（課長） 小田　和弘

利用実績 宿泊　3,195名、日帰り入浴　2,963名

サービス向上の
取組

地域活動の交流拠点施設として、体験交流事業等を実施するとともに、研修・視察などの受入
れや利用者に対しての地域情報の提供についても積極的に行っている。

区分
前々年度 前年度 当該年度

合計 備考
（２年度） （３年度） （４年度）

収
入

指定管理料 9,841 8,787 5,704

事業収入 154

24,332 基本協定額： 24,332 千円

利用料金 9,175 10,369 12,386 31,930

213 171 538

自主事業収入 0 0 24 24

その他 0 210 0 210

収入合計　① 19,170 19,579 18,285 57,034

支
出

人件費 8,562 9,072 9,341 26,975

事務費 319 512 354

福利厚生費 1,214 1,181 647 3,042

1,185

管理費 6,118 5,389 6,388 17,895

水道光熱費 2,624 2,149 2,774 7,547

修繕料 710 700 852 2,262

使用料・リース料 1,594 1,444 1,681 4,719

手数料・保険料 347 308 306 961

委託料 843 788 775 2,406

事業費 32 112 48 192

自主事業経費 0 0 0 0

その他 1,798 2,175 2,178 6,151

支出合計　② 18,043 18,441 18,956 55,440

収支差額（①－②） 1,127 1,138 ▲ 671 1,594



２　共通評価項目
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価
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評
価

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

△ △

△ △

○ ○

△ △

△ △

○ ○

○ ○

○ ○

△ △

○ ○

○ ○

△ ×

○ ○

○ ○

○ ○

△ △

（記入者）自己評価…指定管理者　所管評価…施設担当課

評価項目 判断基準
備考

（◎、△、×のときは評価内容、その他
特記事項があれば記入）

公の施設の平等な
利用の確保

事業内容等は、一部の市民や団体に対して、不当に
利用を制限又は優遇するものではない。

社会的弱者の公平利用について、配慮されている。

情報公開、個人情
報保護の取組

情報公開、個人情報保護に係る措置が適切に講じら
れている。（書類の保管、社員への周知等）

情報公開、個人情報保護について、内部規約の整備
や実施基準等が考慮されている。

従業員の労働条件
など法令遵守によ
る管理運営

適切な労働条件や運営体制が確保されている。

関係する法律、条例等を理解し遵守している。

業務仕様書の水準
を満たしたサービ
スの提供

公の施設の管理運営にふさわしい理念やコンプライア
ンスの取組等、透明性の高い運営を行っている。

施設の設置目的を理解し、仕様書に指定された業務
を実施している。

コロナ禍で観光目的の利用者が減少した
ため、改めて誘客促進策が必要。

創意工夫による
サービス向上と自
主的な経営努力

サービス向上のための取組を行っている。
コロナ禍で観光目的の利用者が減少した
ため、改めて誘客促進策が必要。

利用者の要望や意見を把握し、その対応方法が明確
になっている。

施設やサービスの利用促進・拡大を図るため、適切な
広報や的確な手法を行っている。

SNSやWEBを使った効果的で旬の情報を
常時発信する必要がある。

自主事業の実施方針及び内容は施設の設置目的を
果たすものとなっており、効果的に実施されている。

コロナ禍でできなかった事業があるため、
withコロナを見据えた事業構築が必要。

経営努力による経
費縮減の取組

安全な管理体制及び事業実施に対して、適切な収支
決算となっている。

縮減の取組がサービス低下につながらず、バランスが
図られた事業内容となっている。

管理効率化等による余剰分を新たなサービス展開に
よる施設効用の拡大につなげている。

新たな収入の創出等、経営の安定化に向けた独自の
取組を行っている。

R4,8.3水害で収入減少があった分、新たな
事業展開による収益確保が急務。

適正な人員配置や
人材育成の取組

適切な人員や有資格者の配置、勤務体制、労働管理
となっている。

人材育成に対する積極的な取組が講じられており、職
員研修等の人材育成に取り組んでいる。

安定的な財務基盤
による管理運営

指定期間で安定的な管理運営を行う財務基盤を有し
ている。

組合全体の財務状況が厳しい状況にある
ため、負債減少などの取組が急務である。

事件・事故や利用
者への対応

苦情、事故、トラブルを防止するための具体策や対処
方法は適切である。

利用者の安全確保と緊急時の対応・体制は適切に整
備されている。

地域貢献への取組

市内業者の活用や地元雇用の促進など、地域振興に
寄与する事業内容である。

地域と連携した事業の実施や、地域活動への参加等
による地域貢献に取り組んでいる。

コロナ禍でできなかった事業があるため、
withコロナを見据えた事業構築が必要。

◎：協定等の内容を超える水準で業務を履行している　○：協定等の内容どおり業務を履行しており適正
△：協定等の内容に対し、一部不履行がある　×：協定等の内容に不履行があり改善の必要がある　－：該当なし



３　業務実施上の課題（指定管理者が記入）

（１）指定管理業務実施上の課題

（２）課題解決に向けた取組

（３）その他

４　全体的な評価

新型コロナ感染症により宿泊客数が減少しており、徐々に回復してきているが、コロナ禍前の入込客数・売上に至っておら
ず、資金繰りに苦慮している。(同様の理由で食の工房かがり火も入込客数・売上が減少している。)

・利用者の増加に向けて、ホームページをはじめとするSNSによる情報発信の頻度をあげる。インターネットによる宿泊予約を
開始し、宿泊客獲得に向けた事業展開(体験メニューの充実など)を図る。
・組合の資金繰りを安定化させるために、商工会・金融機関・市の指導により財務状況を精査し改善していきたい。

①利用者からの主な意見や苦情、対応策

特になし

②その他

特になし

（１）指定管理者の評価

昨年8月3日から4日にかけて発生した豪雨災害により、予約のキャンセルが相次いだことが大きく、令和4年度の収支はマイナスと
なった。新型コロナ禍による制限も無くなり、コロナ禍前の水準まで利用者・売上を戻す取組を継続して実施していく。特に、体験交
流、地域連携、合宿受入れ等の取組の充実を図る。

（２）施設所管課の評価

施設利用者が安全に快く利用できるように、日頃より適正な維持管理作業を実施しており、利用者からの苦情等も少なく、施設の
維持管理については良好であった。一番売上を記録できる8月に豪雨災害によりキャンセルが多く発生したため、年間の収支がマ
イナスになってしまった点は仕方がない面もあり、資金繰りが厳しい中において、ネット予約事業やイベントの再開など、経営改善
を目的とした取組を実施し、利用者獲得に努められていたことは評価できる。

（３）次年度の管理運営に対する指導事項等（施設所管課）

コロナ禍の中で減少した利用者・売上を回復するために、令和4年度から実施している組合の財務状況改善の取組を引き続き行
い、現状分析・課題把握した上で売上獲得に向けた事業実施が急務である。地域内の体験事業者と連携し、山北全体で誘客に取
り組む体制づくりを行い、地域活動の交流拠点施設として、身近で利用しやすい施設運営をさらに推進していくことを期待します。


